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農
業
の
道
に
進
ん
で
心
か
ら
良
か
っ
た

「
ロ
ジ
カ
ル
な
農
業
」目
指
し
て
前
進

Koji
K ag ayama

Koji
K a g ayama

 

私
の
経
営

　

温
州
ミ
カ
ン︵
極
早
生
︑
早
生
︑
南
柑
��
号
︶︑

中
晩
柑︵
ポ
ン
カ
ン
︑
伊
予
柑
︑
ネ
ー
ブ
ル
︑
宇
和

ゴ
ー
ル
ド
︶な
ど
を
両
親
と
約
４
・
５
㌶
の
園
地
で

手
掛
け
て
い
る
︒

　

現
在
は
︑
栽
培
技
術
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
︑
仕

事
の
段
取
り
や
年
間
の
作
業
計
画
を
立
て
ら
れ
る

よ
う
に
園
地
全
体
の
流
れ
を
つ
か
ん
で
い
る
状
況

だ
︒
日
々
︑
両
親
に
教
わ
っ
た
こ
と
や
作
業
の
進

捗
状
況
を
欠
か
さ
ず
記
録
し
︑
理
解
を
深
め
て
い

る
︒
仕
事
中
は
父
の
姿
勢
を
見
習
い
︑
園
地
全
体

を
見
る
経
営
感
覚
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
意
識
し

て
栽
培
に
励
む
︒

　

吉
田
町
玉
津
地
区
の
若
手
か
ん
き
つ
農
家
が
つ

く
る
株
式
会
社﹁
玉
津
柑
橘
倶
楽
部︵
た
ま
つ
か
ん

き
つ
く
ら
ぶ
︶﹂に
所
属
し
︑
先
輩
農
家
ら
と
団
結
︒

﹁
玉
津
ミ
カ
ン
﹂を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
お
う
と
︑
西
日
本
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
地

元
の
園
地
の
早
期
復
興
や
︑
地
域
産
業
の
更
な
る

発
展
を
目
指
し
て
奮
闘
し
て
い
る
︒

 

こ
れ
か
ら
の
目
標

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
機
能

な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
１
日
の
作
業
内
容
を﹁
見

え
る
化
﹂し
︑
効
率
的
で
余
裕
の
あ
る
農
業
経
営
を

目
指
す
︒
ま
た
︑
農
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
産

地
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
が
目
標
︒
自
分
の

ペ
ー
ス
で
仕
事
を
進
め
︑
頑
張
っ
た
分
だ
け
成
果

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
農
業
の
魅
力
を
︑
若
い

目
線
で
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
︒

　大学卒業後、建設業に就職。現場監
督を３年務めていたが、頭の片隅には幼
い頃から身近な農業への思いがあり、葛
藤していた。そんな時、「息子がやりたく
なるような農業をする」という父の言葉と
生き生き働く姿を見て、生まれ育った地
元で農業を継ぐことを決心。����年６月
にＵターン就農した。

　昨年��月に宇和島市内で開催さ
れた復興祭に出店した（株）玉津柑橘
倶楽部。同社は営農や販売などの事
業を展開しているほか、地域のイベ
ントへの参加も積極的だ。

吉田町玉津地区吉田町玉津地区

加賀山 浩志さん（29）
かがやま　  　 こうじ

かんきつ 農家に聞くかんきつ 農家に聞く



現
職
時
代
は
Ｊ
Ａ
果
樹
専
門
指
導
員

専
業
農
家
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

Yosh ih i ro
Yamamoto
Yosh ih i ro
Yamamoto

特
集
 

私
の
経
営

　

温
州
ミ
カ
ン
約
１
・
２
㌶
︑
中
晩
柑︵
約
��
品
種
︶

約
２
㌶
を
家
族
で
手
掛
け
︑
年
間
を
通
し
て
多
様

な
品
種
を
栽
培
す
る
︒
品
種
ご
と
の
収
穫
時
期
を

把
握
し
︑
栽
培
面
積
の
拡
大
と
周
年
供
給
体
制
の

確
立
を
進
め
て
い
る
︒
栽
培
面
積
を
拡
大
し
て
い

く
中
で
︑
作
業
の
省
力
化
に
着
目
す
る
︒
コ
ス
ト

や
労
力
の
削
減
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る﹁
一
発
肥
料
﹂

を
︑
約
��
年
前
に
地
域
で
い
ち
早
く
導
入
︒
通
常

年
３
～
４
回
の
施
肥
作
業
を
︑
温
州
ミ
カ
ン
は
年

１
回
︑
中
晩
柑
は
年
２
回
と
省
力
化
を
図
れ
る
こ

と
に
魅
力
を
感
じ
︑﹁
一
発
肥
料
﹂の
使
用
を
地
域

の
生
産
者
に
呼
び
掛
け
浸
透
さ
せ
た
︒

　

消
費
者
か
ら
良
い
味
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
意
識
し
︑﹁
適
地
適
作
﹂に
こ
だ
わ
る
︒
品
種
の

特
性
を
活
か
し
て
園
地
の
場
所
を
見
極
め
た
上
で
︑

ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
な
い
健
全
な

優
良
系
統
を
用
い
る
︒
同
時
に
︑
計
画
的
な
改
植

に
も
取
り
組
む
︒

 

願
い

　

い
か
に
産
地
の
生
産
量
を
確
保
す
る
か
︑
優
良

園
地
を
守
っ
て
い
く
か
が
地
域
の
抱
え
る
課
題
だ
︒

地
域
に
良
い
園
地
が
あ
っ
て
も
︑
後
継
者
が
い
な

い
と
す
ご
く
残
念
に
思
う
︒
後
継
者
不
足
を
解
消

す
る
た
め
に
も
︑
か
ん
き
つ
栽
培
の
魅
力
を
伝
え
︑

新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
る
︒
地
域
や
Ｊ
Ａ
︑
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
か
ん
き
つ
産
地
の
振
興
に
尽
力
し
︑
さ

ら
な
る
産
地
活
性
化
を
実
現
し
た
い
と
願
う
︒

　ＪＡ職員として��年間かんきつ
栽培の指導に携わった経験を活か
し、高品質生産を目指す。現職時代
に知識を深めた剪定が得意。

　����年に宇和青果農協（現・ＪＡえひめ
南）に入組。果樹専門指導員を長年務め
ていた。生産者への技術指導を通して「自
分でも栽培してみたい」という思いが強く
なり、休日は農業を営む実家の仕事を進
んで手伝うようになった。父が高齢になっ
たため、��歳の時に就農を決意。����
年にＪＡを退職し、専業農家となった。

吉田町奥南地区吉田町奥南地区

山本 義広さん（62）
やまもと　  よしひろ

かんきつ 農家に聞くかんきつ 農家に聞く



Ζ⺮榹ㄎ⛪亠
Η��� ールذクى
Θ�� 䇗
Ι☼◄を؂ױす׆と
　蔈⮋り
　ُルز

二宮 喜信さん（49）
にのみや　  よしのぶ

㴯削⿦עր⪒⛮氳מ⭳全ֿ荁ׂյ矴䈱׵냕ַցכ鎇ג׊ױ׊ն僖仼

県知事賞

竹葉 慎二さん（26）
たけば　   しんじ

JA
えひめ南
組合長賞

上谷 圭介さん（25）
うえたに　  けいすけ

南予果樹
産業振興会
理事長賞

Ζ㱢⽰㼖
Η��� ールذクى
Θ�� 䇗
Ιお㛾鷹様に靷けない
うに׻　

Ζ⺮榹玮ꝴ
Ηىクذール
Θ䇗
Ι嘻냕をなる׬く⛥く。
　⿁韬⺸┕を泘䧗す。

Ζ㱢⽰㼖
Η��� ールذクى
Θ䇗
Ι괏׬た☔がײんなր紆
　味しいցと銧って琷갹
　になる׻うなかんき
。を⛼りたいח　

大塚 武司さん（62）
おおつか　  たけし

今津ポンカン
（1月上旬～2月下旬）
今津ポンカン

（1月上旬～2月下旬）
南柑20号

（12月上旬～下旬）
南柑20号

（12月上旬～下旬）

デコポン
（4月中旬～6月下旬）

デコポン
（4月中旬～6月下旬）

甘平（施設）
（1月下旬～2月下旬）
甘平（施設）

（1月下旬～2月下旬）

南予地方
局長賞

Ζ㏐⵱　  Η劳㓷ꪫ犉　  Θ劳㓷塷
Ιかんきח劳㓷の׆だ؂りや䓙い

˥　⫂は⭳蕔侇僿

ˎා͐ͤٳट
それぞれの  思いが集結



受賞
結果

刉噴榟榤䫟鶟㛻⚡ך辐䏃䌋ֿ车ג׊ױ׿؂ն僖仼

Ζ㱢⽰㼖
Ηىクذール
Θ�� 䇗
Ι瞿⿁曍⺸┕を泘䧗し
　て⛼っていױす。

◎特賞１点  ◎金賞７点
◎銀賞11点  ◎銅賞11点

﨑須賀 与人さん（50）
さきすか　    よしと

御手洗 隆徳さん（37）
みたらい　    たかのり

宇和島
市長賞

マルウ
会長賞

宮本 和也さん（36）
みやもと　  かずや

南予
果樹同志
会長賞

Ζ⶟㱢⽰
Η��� ールذクى
Θ�� 䇗
Ιかんきחが㞐き。
れからも、きれい׆　
　なものを⛼る。

Ζ⺮榹曑孅
Η��� ールذクى
Θ䇗
Ι 曑̆孅ײかん で̇ײん
　なを琷갹に

Ζ⺮榹曑孅
Η��� ールذクى
Θ�� 䇗
Ιきれいで紆味しいײ
　かんを⛼りたい。

高平 和豊さん（73）
たかひら　 かずとよ

河内晩柑
（4月中旬～6月下旬）

河内晩柑
（4月中旬～6月下旬）

太田ポンカン
（1月上旬～2月下旬）
太田ポンカン

（1月上旬～2月下旬）

今津ポンカン
（1月上旬～2月下旬）
今津ポンカン

（1月上旬～2月下旬）
せとか（施設）
（3月上旬～下旬）
せとか（施設）
（3月上旬～下旬）

JA
全農えひめ
本部長賞

果実品評会
特 集 それぞれの  思いが集結



topics

ＪＡトピックス

　

⪦
岷
部
は
１
月
��
仼
︑
㵼
年
の
㛰
を
応
援
す
る
㵼
年
野
杶

䷷
㲜
を
宇
和
島
市
の
╖
㸓
杶
㕙
で
ꝧ
⤹
し
︑
管
内
の
中
㰢
生

��
人︵

チ
ー
＠
︶が
参
ⱶ
し
ま
し
た
︒

　

元
典
◹
Ｄ
ク
Ｋ
ト
لإ
Ｏ
Ｍ
ー
ズ
の
䤷
手
の
㸓
部
㜀
さ
ん
と

内
野
手
の
宇
⛪
紆
䉓
䌚
さ
ん
が
コ
ー
チ
を
ⳉ
め
︑
嶖
⤓
鷞
動

か
ら
７
レ
ー
ꪫ
︑
心
啶
え
な
ر
を
䧗
㵵
︒
生
䏻
は
䤷
手
と
野

手
に
⮆
か
れ
て
︑
７
Ｍ
の
フ
ه
ー
＠
を
見
な
が
ら
㲔
饧
し
︑

ア
）
バ
م
لإ
を
⹨
ت
ま
し
た
︒
コ
ー
チ
が

﹁
い
い
ね
！
＊
م
لإ
７
レ
ー
！
﹂と
㚜
を
か

ت
︑
生
䏻
が
野
杶
を
楽
し
ط
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
︒
ト
ー
ク
م
９
ン
ト
や
Ｆ
＋
フ
ه
ー

＠
が
当
た
る
抽
選
⚡
も
车
わ
れ
ま
し
た
︒

少
年
の
夢
を
応
援

11
１

　

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
管
内
で
１
月
┕
伄
︑
県

内
僃
㛻
の
生
榤
ꄈ
を
鎶
る
＝
ン
ه
ン
の
⹜

犻
が
本
劲
⴫
し
ま
し
た
︒
辐
年
⥝
⺸
で
浓

果
ꄈ
は
㛡
く
︑
⫷
の
気
峪
が
高
く
罎
㛻
が

鶟
ん
だ
た
め
ꯂ
鐧
に
生
罫
し
ま
し
た
︒
今

年
䈱
の
⭳
蕔
ꄈ
は
︑
⯥
年
┾
み
の
４
ⶉ


氬
ｷ
を
見
鱮
ん
で
い
ま
す
︒

　

宇
和
島
市
吉
田
町
の
か
ん
き
つ
農
家
︑

Ꝏ
㹭
꣚
䌚
さ
ん
は
︑
��
ｓ
の
園
㏐
で
��
月

┖
伄
か
ら
＝
ン
ه
ン
の
⹜
犻
に
ⲍ
ん
で
い

ま
す
︒
生
罫
敯
䛜
が
荁
㞐
で
も
︑
⹜
犻
が

鷐
れ
る
と
Ｄ
ケ
果
な
ر
の
⿁
韬
⛥
┖
に
笋

が
る
た
め
︑
⹜
犻
鸵
僿
の

⮆
浓
色
で
䰔

み
⹦
る
こ
と
を
心
䫇
ت
て
い
ま
す
︒

　

Ꝏ
㹭
さ
ん
は﹁
矴
ꁁ
の
バ
Ｉ
ン
لإ
が
と
れ

た
果
㲔
に
仕
┕
が
っ
た
︒
鞎
襓
す
る
こ
と

で
さ
ら
に
味
が
荁
く
な
る
﹂と
鎇
し
て
い
ま

す
︒ ポ

ン
カ
ン
収
穫
本
格
化

　

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
は
１
月

仼
︑
ꪂ
年
部

と
の
意
見
◫
䬵
⚡
を
Ｊ
Ａ
本
䢥
で
ꝧ
き
ま

し
た
︒
⺱
⚡
は
︑Ｊ
Ａ
が
㏐
㓊
㳡
浓
㑔
磝
笝

を
目
䧗
し
︑
生
榤
縖
の
㚜
を
事
哅
に
⹚
何

さ
せ
よ
う
と
年
に
１
䈱
车
っ
て
い
ま
す
︒Ｊ

Ａ
䏔
绷
⿦
��
人
︑
ꪂ
年
部
沾
⹘
��
人
が
参

ⱶ
し
︑
意
見
を
◫
わ
す
こ
と
で
注
◍
の
杼

鉮
を
深
め
ま
し
た
︒

　

ꪂ
年
部
か
ら
Ｊ
Ａ
に
㵚
し
︑﹁
ボ
Ｉ
ン

＆
م
ア
や
ア
Ｋ
バ
م
ト
の
募
꥗
・
管
杼
を

本
劲
⴫
し
て
ض
し
い
﹂﹁
ㅀ
農
䧗
㵵
⿦
の
人

⿦
┘
足
を
鉮
寕
し
て
ض
し
い
﹂と
い
っ
た
要

僶
が
┕
が
り
ま
し
た
︒
䥵
当
の
䏔
绷
⿦
が

杯
敯
を
鐄
伺
し
︑
⯥
⺸
き
に
㍑
璻
し
ま
し

た
︒ 青

年
部
と
意
見
交
換

７
１

９
１

基本を1つ1つおさえれば、必ず上達する！



topics

ＪＡトピックス

長
島
さ
ん
優
秀
賞

　
﹁
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
﹂の
稀
合
⟊

꤃
を
䬠
❠
す
る
لإ
＞
م
Ｋ
لآ
＝
ー
﻿
ー

︵
⪦
岷
猜
⹾
䥵
当
縖
︶が
لا
ー
Ｋ
لإ
䤗
软

を
琂
う﹁
愛
㨽
県
لإ
＞
م
Ｋ
لآ
＝
ー
﻿
ー

Ｍ
ー
Ｋ
７
レ
م
ン
ى
㛻
⚡
﹂が
１
月
��

仼
に
冋
㸓
市
で
ꝧ
⤹
さ
れ
ま
し
た
︒

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
代
辐
と
し
て
⭳
㕙

し
た
︑
立
間
中
㜆
䶹
䢥
の
Ꝏ
島
秘
子

さ
ん
ࠨ
が
︑
⨣
熓
韛
に
魞
き
ま
し
た
︒

　

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
は
１
月
��
仼
︑
﻿
ケ
．
コ
の
劳
㓷
䤗
软
⺸
┕
を
目
氳

に
︑
宇
和
島
市
三
間
町
の
﻿
ケ
．
コ
農
家
・
冋
瑒
ャ
车
さ
ん
の
琉
冷
で

溿
⟣
⚡
を
ꝧ
き
ま
し
た
︒

　

管
内
の
農
家
ら
��
人
が
参
ⱶ
し
︑

冋
瑒
さ
ん
か
ら
企
䫁
り
に
笋
が
る

コ
＄
を
㰢
ش
ま
し
た
︒
冋
瑒
さ
ん

は
︑
⹜
犻
を
䫜
え
た
㕙
䢥
に
冾
を

䄐
し
て
目
ⷄ
を
♀
ت
る
と
い
っ
た
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ＪＡ鬼北営農センター（0895-45-1313）　ＪＡ津島営農センター（0895-32-5951）　ＪＡ南宇和営農センター（0895-72-1122）

かん䧗㵵鐐ײ
冽嘻㵠ꝛ䧗㵵⿦　玮ꝴ䥵䎎

䧗㵵⿦

ַׄ׎ ׊׻־ג

岲㳃մ丒ㄎ
柑橘重点作業　3月

　3月は、剪定、土壌改良と来年度産に向けての準備の時期です。発芽前のかいよう病防除などが始まります。

１、品種ごとの作業、管理

　収穫も一段落し、剪定、土壌改良など発芽前の準備をしましょう。

３、土壌管理

　土壌の酸性化により微量要素の欠乏症・過剰症の発生園地が見受けられます。中でも葉の葉脈以外の部分が黄色く

変色するマグネシウム欠乏（苦土欠）が多い状況です。数年に 1度は計画的に施用してください。

　また、土作りは高品質安定生産に繋がる基礎的な部分にあたりますので、計画的に有機物の補給を実施して下さい。

４、整枝・剪定

　剪定は花芽のコントロール、樹形の維持、光の透過量の調整等、果樹栽培で最も大事な作業といっても過言ではあ

りません。それ故多くの技術があり、人によるやり方もちがいが多い為、わかりにくいという方も多いと思います。

先ずは、樹冠内部まで光が入るようノコ剪定を主体とした枝抜きを積極的に行って下さい。

２、病害虫防除

　マシン油乳剤の散布は、ミカンハダニ、カイガラムシ類等の越冬害虫の総合防除であり、安定して高い効果を示

します。近年、カイガラムシ類の発生が増加傾向にあるため、全園散布を徹底して下さい。散布の際は、暖かい日

を選び、樹幹部及び葉裏までしっかり薬液が付着するよう丁寧に行って下さい。また、マシン油乳剤に尿素など窒

素成分が高い液肥を混用し、樹勢の回復を行いましょう。　※尿素＝300 倍希釈

◆　発芽前かいよう病防除

かいよう病防除において、発芽前の初期防除が最も効果が高く、重要な防除です。発病園、発病しやすい品種（特に苗木、

高接ぎ樹）は必ず散布して下さい。
※1　ＩＣボルドーの散布は、マシン油乳剤散布後 14 日以上経った収穫の終わった園とする。
※2　未収穫園では、薬液汚れの少ないムッシュボルドー DF を使用する。

※1　顆粒サンスリーは、生石灰なので直接水にふれると発熱するため、取り扱いには注意し、施用の際はビニール手袋を使用する。

温州類のせん定方法

詳しくは、お近くの営農指導員にご相談ください。
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︶
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﹁
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Ａ
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２
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テ
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３
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︶
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
月
末
決
算
結
果
及
び
事
業
実
績
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Ａ
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︶

京都西川
寝具全般
決算セール

京都西川
寝具全般
決算セール

2020 JAえひめ南組合員の皆様へ

※写真はイメージです。

第6回

令和２年3月 14日（土） 9：30～18：00
 15日（日） 9：30～16：00

婦人服、婦人雑貨（バッグ、ウィッグ）、
紳士服、ジュエリー、呉服、寝具、美容健康関連商品

15日（日） 9：30 16：

婦人服、婦人雑貨（バッグ、ウィッグ）、
紳士服、ジュエリー、呉服、寝具、美容健康関連商品

本所2階 イターナルホール
　　3階 会議室

日時

場所

商品

※写真はイメージです。

婦人服コーナー
優待セール
本体価格1万円以上の商品
すべて1,000円割引
※ただし、お買いものカードに添付の
婦人服限定優待券が必要です。
お1人様1回のみ使用可能です。

協賛：JA全農えひめ・オオツキジュエリー㈱・㈱中村呉服店◎主催：ＪAえひめ南 お問い合わせ：☎0895-22-8111

ご来場特典

リフォーム 過去に購入された商品、眠っていませんか？
大切なジュエリーだから…リフォームで輝きをもう一度。

❶若い頃にお求めの指輪
❷思い出の婚約指輪

❸海外で買われたジュエリー
❹大切な方の形見の宝石

クリニック 職人さんが会場にて、その場で新品仕上げ等の無料サービス

お買いものカードご持参の方 人お1 様2点限定 一部特別な修理は
有料にて承ります。

ジュエリー工房

お楽しみお菓子袋
下のお子様に限ります。

Drink Service
ドリンクサービ

◎主催

Drink Service
ドリンクサービ

ervice
お買物のひとときに
おくつろぎください。

ご来場記念品進呈

ご来場いただいてのお楽しみ…

1 お買い上げ
ガラガラ抽選会

1会場内にて
合計1万円以上
お買い上げの方

もれなくAコープ
マーク品を
プレゼント

お1人様
1回限り

ご購入記念品（お買い上げ税込合計金額別）
◎後日お届けいたします。◎一部記念品は変更する場合がございます。

10万円以上 お買い上げの方 

京都千枚漬本舗　大藤
「京漬け物　4種詰め合わせ」
京都千枚漬本舗　大藤

「京漬け物　4種詰め合わせ」「「つじりの里」（15本入り）「つじりの里」（15本入り）

５万円以上 お買い上げの方 

パーソナル加湿器
アロマトレー付き
パーソナル加湿器
アロマトレー付き

20万円以上 お買い上げの方 

ピーコック　電気焼き肉器ピーコック　電気焼き肉器

30万円以上 お買い上げの方 

宝石ルース（裸石）抽選で80名様に 進呈!（枠留め条件付き）
※但し、リングやペンダントに加工して頂けるお客様に限定させて頂きますのでご了承下さい。

ファッションセレクトフェア特別企画令和記念祝
会場にてアンケートに答えて、抽選に参加をしませんか？

2020 JAえひめ南組合員の皆様へ 第6回

令和２年3月 14日（土） 9：30～18：00
6：00

令和２年3月 14日（土） 9：30 18：
15日（日） 9：30～16：

日時日時日時日時

ファッションセレクトフェア
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見
事
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ア
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が
当
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ま
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今
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い
こ
と
が
あ
り
そ
う
な
予
感
が
し
ま

す
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︵
愛
南
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さ
ん　

��
歳
︶

読
者
か
ら

ひ
と
こ
と

今月の朝ご飯今月の朝ご飯
畑の様子

（揚げ焼き野菜の温サラダ）
畑の様子

（揚げ焼き野菜の温サラダ）

作り方

ニンジン、アスパラガスはス
ティック状に切り、小麦粉を
はたいておく。

フライパンにオリーブ油を
入れ熱し、❶をじっくりと揚
げ焼きして火を通す。

平皿に❷を盛り付け、煮詰め
たバルサミコで線を描き、岩
塩を振り、松の実、スプラウ
トを散らし畑の様子を表現
する。

❶

❷

❸

アドバイス
　パーティーなどにいかがで
しょうか？　ニンジンやアス
パラガスは、他の畑の野菜に

変えてもOKです。いろんな味、
香り、色を楽しんでください。

材料（２人分）
アスパラガス　　　　　　　�本
ニンジン　　　　　　　　　�本
スプラウト　　　　　　　  適宜
松の実　　　　　　　　　  適宜
煮詰めたバルサミコ　　　  適宜
岩塩　　　　　　　　　　  適宜
小麦粉　　　　　　　　　  適宜
オリーブ油　　　　　　大さじ�

え
ん
ぴ
つ

え
ん
ぴ
つ

え
ん
ぴ
つ

え
ん
ぴ
つ

シ
ェ
フ
永
井
の
お
す
す
め

今
月
の
表
紙

茨城県笠間市にある

「キッチン晴人（ハレジン）」

オーナーシェフ

永井智一
（ながい・ともかず）

今
月
の
表
紙
は
、玉
津
地
区
の
若
手
か
ん
き
つ
農

家
で
つ
く
る（
株
）玉
津
柑
橘
倶
楽
部
の
み
な
さ

ん
で
す
♪
撮
影
場
所
ま
で
行
く
道
中
や
撮
影
中

も
、気
さ
く
に
お
話
し
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
☆



まだまだ
あります！

道の駅 みなとオアシス
うわじま「きさいや広場」
10:00～　開会式・クラッカー祝砲
10: 15～　もちまき（１回目）
10 :20～　生搾りジュース試飲（１回目）

11 :30～　生搾りジュース試飲（2回目）
12:00～　みきゃん・ダークみきゃんとの撮影会
12:30～　生搾りジュース試飲（3回目）

13:30～　生搾りジュース試飲（4回目）
14:30～　もちまき（2回目）

場 

所

美
味
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん

宇和島で育ったみかんは、自然の恵みを

たっぷり受けたおいしいみかん。

西日本豪雨の被害に負けない、

たくさんの宇和島柑橘パワーが集まります！

ぜひご賞味ください！

主催：えひめ南農業協同組合　共催：愛媛県南予地方局・愛媛県果樹研究センターみかん研究所・宇和島市
協　賛：㈱えひめ飲料・尾崎食品㈱・㈲寿提夢・手作りパン工房みなみ・㈱うわじま産業振興公社・名門サカイ株式会社・㈱げんき本舗・ジェラテリアUNO・Milky Way・株式会社コバヤ

11 :00 みかん　　クイズ
第一回 小学生以下（予定）

13:30
第二回

10 :00～
蛇口をひねると
みかんジュース

なくなり次第
終了となります。

※生搾りジュースの試飲は４回それぞれ異なる品種でご提供いたします。

生果実と
加工品販売・
パネル展示 など

みかん　　クイズ
小学生以下（予定）

令和２年

10：00～15：00
３月８日日

うわじま復興

がやってくる！

フワフワ
みきゃん

みきゃん・ダー
クみきゃんも

やってくる
！
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